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、論文内容要旨
 肝臓は糖質,蛋白質,脂質などの代謝に重要友役割を演じており,肝臓に障害が難きた場合,
 これらの代謝に異常を鳶かすことはi当然である戸したがって肝陳書の春在はこれらの代i謝の変化
 を末梢血,尿,胆汁の物理化学的変化から推定するいわ励る肝機能検査が数多く試みらわてきた。
 また肝穿刺の発明,普及は腹腔鏡検査との併駕とあいまって生体に冷ける肝の綴織学的診噺を可
 能たらしめたっ
 一般に肝機能成績と肝組織所見とは必ずしも一致するとは限らないので,肝の機能を肝の組織
 勝見との関連において究萌しようとする,いわゆる組織化学的研究が盛んと友り,特に肝穿刺に
 よって新鮮友肝絹織片が十分えら煮るように友つたので益々この傾陶は助長さカつつある。
 私は糖質代謝の面よ珍肝グリコーゲン(以下αと絡記する)およびその合成酵素である肝フオ
 スフオリラーゼ(以下P{Rと略記する)を懇織化学自勺に検索したのでi報告する。
 検査対数は山影内科入院澄よび外来患者の諸種疾患91例で,疾患別例数は肝疾患75例,す
 夜わち急性肝炎5例,慢性肝炎24例,肝硬変症14例,バソチ症候欝8例,原発性肝癌5例,
 転移惟肝癌4例,胆道疾患8例,GiibeN病4例,肝ヂストマ症2例,肝嚢胞ゴ例で・肝以
 外の疾患は,対照として使朝した胃潰瘍4例,胃炎1例,慢性膵炎窪例、腎嚢胞諄例を含む胃癌
 5例,膵癌4例のi汁16例である。
 検査方法は腹腔鏡による狙撃穿刺あるレ、はSi!verp甑an針による「藷目的肝寧刺を行たレ、,え
 ら幻た新鮮左肝組織片を用いて)財e鵬勾つ笥「1蹴桝Eosia染色およびV徽一Gieso■染色によ
 る組織診,Ho㌻ohkiss過沃度酸SG並iff法によるG染毯,試内法によるPR染色を行友レ、,
 こわらを組織化学的に検索し
 1)餐疾患とGおよびPRの関係
 2)各疾患のGとPRの関係
 5)肝組織所見とG・PRの関係
 4)肝機能成績とσ・PRの関係
 について検討を加えた0
 1)(}は転移醐干癌1例を除き全例に,PRは全例に証明することが出来た。
 (}およびPRは肝炎において減少を激すが,慢性肝炎に比較して急性肝炎の減少が署しかつた。
 肝硬変症お・よびバソチ症候騨にお・いてはG澄よびPRの減少はさらに著聞であった。こ勲らの疾
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 患においては肝細胞変性を中心とした肝実質の障害がαおよびPRの消長に重饗た役割を演じ,
 肝異質の障害が高度浸もの順ど(}登よぴPRの減少がi著しい。腫瘍ではGおよびPRは一膚著明
 に減少し,対照肝あるいはその他の肝疾患乏性状,分布を全く異にしてお塾,転移性肝癌では原
 発性肝癌にぐらべてG冷よびPRはさらにi著しぐ減少し,単純癌の」例ではGは全く陰性であっ
 た。また胆遂疾患,Gilber七癖,肝ヂストマ症,肝轟肺および肝以外の疾患では対照肝と周
 様にG冷よびPRは豊富であり,平等び澱性分布を示した。
 2)肝疾患に諭ける(}とPRの閥には密接友関係が磨り,爾蓄の消長・は比較的よく並行関係を
 示すが,一般にαに比較してPRはよく保在蓬頭,分布も広汎であっ允。
 5)αおよびPRは肝細胞変性ナ壊死,細胞浸縄と密接友関係を有し,これらの変化が高度に
 煮るにしたがってG灘よびPRは減少の傾向を示した。また結合織増殖および星細胞活動化とα
 お・よびPRの間には一定の相関々係は認めら酒友かつた0
 4)肝機能成績,す肋ちT」ぼ.,z.丁浬,血清総蛋白量,メゾα値,マンケ反応,B.s.R
 試験,黄疸指数,血清アルカリ性フォスファターゼ値とG冷よびPRの瀞には～髭の相関々係は
 認められ友かつた。
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塞 審査結果の要旨
 本論文にかいて著春は糖質代謝の面より肝グリコーゲン(以下Gと略記する)およびその合成
 酵素である肝フォス7オリラーゼ(以下PRと略記する)を組織化学的に検索じ,次の結論を縛
 、ている。
 喋)Gは転移性肝癌1例を除き全例に,PRは全例に証喫することが串来た。
 α曲よびPRは肝炎に痴いて減少を示すが,慢性肝炎に姥較じて急性肝炎の減少が著しかった
 肝硬変症紘びパンチ続候群においてはα知よびPRの減少は惑らに著鶴であった。これらの疾患
 に慶いては肝細胞変性を中心とした肝実質の障害がGかよびPRの瀦長に重要な役割を演じ,肝
 実質の障害が畜産なものぼどG冷よびPRの減少が著じい。腫瘍ではαかよびPRは一顧著明に
 減少し,対照騨あるいはその他の肝疾患と性状,分布を全く異にしてお多,転移性肝癌では原発
 性肝癌にくらべて{}お・よびPRはさら1て著しく減少し,尊皇純癌の1例では(}は全く陰性であった。
 また胆道疾患,(}i■bert病,肝ヂストマ症,肝嚢胞於よび肝以外の疾患では対照肝と同様に
 αお'よびPRは豊富であり,平等び漫性分布を示した。
 2)肝疾患にかけるαとPRの間には密接な関係があり,爾春の消長は比較的よく平行関係を
 示すが一般にGに比較しでPRはよく保存され,・分布も広汎であった。
 5)(}お・よびPRは肝隷1胞変性,壊死,細胞浸潤と密接な関係を有し,これらの変化が高度に
 なるにしたがってαかよびPRは減少の傾向を示した。また結合織増値かよび星細胞蠕動化とG
 齢よびPRの間には一定の相国々係は認められなかった0
 4)肝機能成績,すなわちT.留.碧ロ.,Z.T,,T.,血清総蛋白量1,A/(},マンケ反応,B.
 S・P.試験・血清アルカリ性フォスファターゼ値とαむよびPRの閥だは一定の相関々係は認め
 られなかった。
 したがって本論i交は学位を授与するに値するものと認める。
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